
　教育プロジェクト「地域の法実務家から学ぶ，法学を職業および地域貢献に活か
す実践知教育」の一環として，2018年1月15日，社会保険労務士の実践知に学ぶ法
学教育に関する講演会を開催した。
　講師には社会保険労務士の武田啓詩氏をお招きした。武田氏は，社会保険労務士
の業務をする傍ら，地域合同労組の活動にも従事されている。このような会社の経
営と組合活動という，労働者側，使用者側双方の事情に精通しているご経験を踏ま
えて，「20代で開業した若手社労士が語る　損をしない労働法の理論と実践」とい
う演題でご講演いただいた。
　講演内容は，大学卒業後に就職活動で大きな挫折を経験したことや，そこから労
働問題に関心を持ち，現在の職業を目指していった経緯など具体的なエピソードが
ふんだんに盛り込まれたものとなっており，武田氏の年齢が若いことも相俟って，
聴講する学生に自分の問題として考えさせる
工夫が凝らされていた。法やデータを自分の
武器として独学で学び取っていく実践のなか
から，理論の重要性を再確認していかれた過
程を率直に語っていただき，未だ社会人経験
に乏しい学生は貴重な追体験をすることがで
きたように思われる。
　講演会には，経済学部教員・学生約100名
が参加し，講演会後は，講師と参加者とのあ
いだで活発な質疑応答が行われた。以下にそ
れらの内容をまとめた講演録を掲載する。な
お，本公演会は，2017年度部局長裁量経費

（チームプロジェクト・教育）の支援を受け
て実施した。記して感謝する。
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